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【方法】対象は 2007 年 7 月から 2017 年 2 月に頭頸部の多血性腫瘍の術前に塞栓術を施行した












【結果】19 症例の病理は血管腫 8 例、血瘤腫 6例、孤立性線維性腫瘍 2例、線維性異形成 1例、
神経鞘腫 1例、若年性鼻咽腔血管線維腫 1例、病変の局在は鼻腔 11例、上顎洞 5例、頬部 2例、
下咽頭 1例であった。また腫瘍サイズの中央値は 40mm（8−62mm）であった。	
術前塞栓術の手技的成功率は 100%、塞栓率の中央値は 95%（75-100%）、塞栓術から外科的切
除術までの日数の中央値は 1 日（1−12 日）であった。術中出血量は中央値 122ml（0-3780ml）
で、3 例で輸血を要し、塞栓率はそれぞれ 75%、80%、90%であった。 
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確認した。塞栓は 1mm あるいは 2mm のゼラチンスポンジ細片を使用し、栄養血管の血流が停滞するま
で動注した。複数の栄養血管が存在する場合は可能な限りそれぞれ選択的に塞栓した。 
 
【結果】19 症例の病理は血管腫 8 例、血瘤腫 6 例、孤立性線維性腫瘍 2 例、線維性異形成 1 例、神経
鞘腫 1 例、若年性鼻咽腔血管線維腫 1 例、病変の局在は鼻腔 11 例、上顎洞 5 例、頬部 2 例、下咽頭
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率は 100%であった。術中出血量は中央値 122ml（0-3780ml）と少量で、polyvinyl alcohol（PVA）や N-




通すると言われているが、本研究では塞栓術後、手術が全例で 12 日以内に行われており（中央値 1
日）、術中出血は少量に抑えられた。塞栓術後速やかに手術が行われる限り、ゼラチンスポンジは塞栓物
質として十分な効果を有すると考えられた。 
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